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９
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
９
月
17
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

神奈　真藤　可穂　鍛えられた運筆
で、潤渇と太細の変化・一字の中
にも妙味あり、構成もよく立体的な
作品となった。
	 （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

松飛　鹿毛　艸雨　行頭・行脚での
筆の入れ方、抜き方が巧み。行間
の間のとり方も絶妙。墨色の変化
が自然で、気を衒わぬ会心作。
	 （審査評　岩浪　春鳥）

【漢字半紙】

泉花　丸山　泉花　紙墨相和し入木
三分、筆勢が力強く潤渇肥痩濃淡
をバランス良く配し、特に渇筆が
美しい。落款も調和した会心作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
神
子
　吉
田
　紅
夢
　墨
色
の
変
化
、
文
字
の
配
置
に
細
心
の
工
夫
が
さ
れ
、
闊
達
な
運
筆
で
大
き
く
展
開

し
た
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
雄
大
な
作
。	

	

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
い
ち
　榊
原
　由
紀
子
　細
身
の
作
品
が
多
い
中
、
堂
々
た
る
パ
ワ
ー
で
他
を
圧
し
た
。
簡
素
な
か
き
ぶ
り

だ
が
、
潤
渇
の
変
化
で
「
泉
」「
手
」「
鏡
」
の
漢
字
を
う
ま
く
対
比
さ
せ
た
。
筆
圧
豊
か
で
温
和
。
こ
う

い
う
、
か
な
作
品
も
あ
っ
て
良
い
。		

︵
審
査
評

　中
島

　永
岳
︶

【漢字条幅】
松
　角
田
　茅
水
　観
る
側
の
心
に
訴
え
て
来
る
字
形
や
用
筆
は
、
一
朝
一
夕
に
し
て
出
来
上
が
る
も
の
で

は
な
い
と
教
え
て
く
れ
る
秀
作
。
継
続
は
力
な
り
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢字条幅・漢字半紙

　
　阪
二

　  

粟
山

　紀
芳

　
　プ
ラ

　  

高
橋
久
美
子

　
　書
学

　  

指
田

　敦
子

　
　紅
彣

　  

磯
﨑
あ
ゆ
み

　
　書
学

　  

尾
崎
美
和
子

　
　書
学

　  

宗
像

　陽
子

　
　心
　  

森
山
　亮
香

　
　青
井
　  

虫
明
智
恵
子

　
　梧
星
　  

髙
橋
　圭
子

　
　書
学
　  

猪
野
と
も
子

　
　梧
星
　  

目
黒
　由
華

　
　書
学
　  

林
　実
千
子

　
　書
学
　  

木
村
恵
美
子

　
　書
学
　  

太
田
絵
美
子

　
　書
学
　  

荒
川
　智
美
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今月の優秀作品かな条幅・かな半紙

　
　松
飛

　  
鹿
毛

　艸
雨

　
　桃
茢

　  

森
本

　敦
子

　
　永
岳

　  

古
川

　久
子

　
　水
茎

　  

布
川
裕
美
子

　
　秋
月

　  

須
佐

　光
宏

　
　水
茎

　  

早
坂

　恵
子

　
　紅
彣
　  

竹
田
　友
香

　
　青
葉
　  

中
村
　恵
子

　
　佐
波
　  

淺
野
　典
子

　
　多
摩
　  

加
藤
ち
さ
と

　
　五
香
　  

飯
島
　繁
子

　
　書
学
　  

石
田
知
英
子

　
　大
藤
　  

江
木
千
恵
子

　
　書
学
　  

金
澤
　麻
衣

　
　書
学
　  

本
山
幸
恵
子
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今月の優秀作品 新和様条幅・新和様半紙

　
　書
学
　  

指
田
　敦
子

　
　プ
ラ
　  

高
橋
久
美
子

　
　水
茎
　  

布
川
裕
美
子

　
　書
学

　  

川
手

　可
江

　
　書
学

　  

新
田

　泊
霞

　
　書
学

　  

田
中

　恵
美

　
　水
茎

　  

蔀
　
　久
美

　
　Ｙ
Ｓ

　  

柳
瀬
佐
代
子

　
　西
府

　  

山
口

　
　正

　
　川
書

　  

田
中

　琇
翠

　
　書
学

　  

佐
野

　和
代

　
　書
学

　  

細
川

　美
帆

　
　梧
星

　  

岡
本

　恵
泉

　
　千
東

　  

石
川
知
重
子

　
　書
学

　  

赤
田

　千
恵
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今月の優秀作品 篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
寒
蟬
鳴
」　
　
審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
一
病
息
災
」

水
茎 

青
戸
　佑
き
こ

太
い
外
郭
に
文
字
が
引
き
立
つ
。
整

然
と
し
た
章
法
と
大
胆
な
撃
辺
が
見

事
。
文
字
に
も
少
し
欠
か
し
を
入
れ

る
と
古
色
や
深
み
が
更
に
増
す
の
で

は
。

書
学 

金
子
　一
彦

分
間
が
整
い
、
沈
着
重
厚
で
深
い
味

わ
い
の
あ
る
線
に
は
確
か
な
見
応
え

が
あ
る
。
鳥
の
縦
線
を
少
し
延
ば
す

と
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
更
に
良
く

な
っ
た
か
。

書
学 

髙
見
　敏
久

寒
を
二
字
の
如
く
に
見
せ
た
章
法
は

秀
逸
で
あ
る
。
漢
印
の
雰
囲
気
が
漂

い
、
古
拙
の
味
わ
い
も
よ
く
表
現
さ

れ
て
い
て
、
豊
か
な
刀
意
を
感
じ
さ

せ
る
。

水
茎 

山
下
　啓
子

字
法
と
章
法
に
優
れ
た
目
を
引
く
佳

作
で
あ
る
。
印
影
の
薄
さ
が
残
念
な

た
め
、
今
後
は
紙
や
印
泥
、
鈐
印
の

技
術
を
研
究
さ
れ
た
い
。
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今月の優秀作品細 字

九書　  長谷川裕美

秀仙　  鏑木　恵美

大森　  谷　　拓弥

千翠　  小宮富久子

書学　  宮下　香奈

書学　  石井加奈子
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今月の優秀作品審査評 一 字 書

規
定
（
　
）
「
東
」
の
草
略
に
「

　

	

・	

　」
な
ど
、
筆
勢
に
よ
る
疑
わ
し
い
形
態
が
か
な
り
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
し
）
平
が
な
「
し
」
の
毛
筆
表
現
の
難
し
さ
を
審
査
を
通
し
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
大
方
は
「

　
　」
に
よ
る
筆
意
表
現
で
し
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

書
学
　古
川
真
由
美
　紙
、
墨
色
、
筆

勢
、
筆
圧
の
妙
に
相
ま
っ
て
、「
之
」

の
筆
脈
で
、
筆
の
開
き
を
展
開
さ
せ
る

自
在
の
筆
捌
き
の
手
腕
は
見
事
で
あ

る
。
印
は
小
さ
い
よ
う
だ
。

沖
縄
　都
丸
　和
哉
　平
が
な
「
し
」

を
豊
か
な
線
で
、
線
条
は
温
雅
な
が
ら

重
厚
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
表
現
で
生

気
で
味
わ
い
あ
る
書
。
押
印
布
置
良
。

伊
賀
　石
田
　春
代
　穏
や
か
な
起
筆

を
受
け
、
流
麗
な
線
は
淀
み
な
い
大
河

を
表
わ
す
。
単
調
に
な
り
易
い
線
を
筆

先
を
生
か
し
た
リ
ズ
ム
の
中
で
書
き
上

げ
た
。

松
　角
田
　茅
水
　起
筆
は
筆
を
強
く

突
き
落
し
て
、
そ
の
弾
力
を
生
か
し
、

線
質
の
変
化
の
表
情
は
質
実
剛
健
で
一

気
の
筆
致
は
見
事
で
あ
る
。

清
和
　大
橋
　信
之
　門
構
え
の
線
は
太

細
、
長
短
の
変
化
を
大
胆
に
表
現
さ
せ

た
。
筆
鋒
の
動
き
に
筆
圧
の
変
化
を
見
せ

造
型
に
独
創
性
を
感
じ
る
。
左
の
余
白
と

押
印
は
ナ
イ
ス
。

き
し
　根
来
　佐
枝
子
　金
文
の
作
と
し
て

は
、
穏
や
か
な
線
質
で
無
難
に
造
型
表
現

し
て
い
る
。
起
筆
に
は
突
き
刺
す
弾
力
あ

る
強
い
線
の
表
現
を
期
待
し
た
い
。

沼
津
　山
本
　南
峰
　中
央
部
に
堂
々
と
し

た
造
型
は
周
囲
の
余
白
を
生
か
し
て
成
功

し
た
。
線
は
力
感
と
荒
々
し
さ
が
絡
み
合

い
活
力
に
富
む
作
と
な
っ
た
。

光
風
　池
田
　嶺
華
　サ
ン
ズ
イ
の
墨
量
か

ら
筆
鋒
の
動
き
は
一
気
貫
通
さ
せ
、
筆
脈

は
気
宇
雄
大
、
か
つ
、
安
定
し
た
造
型
美

を
見
せ
た
佳
作
で
あ
る
。


